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交通手段 
 
○東北自動車道若柳金成インターチェンジから車で約５分 

○東北新幹線「くりこま高原駅」から車で約１５分 
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栗原市教育研究センター 
 

 

                 〒９８９－５１７１   宮城県栗原市金成沢辺西大寺１番地５（旧沢辺小学校） 

            電    話  ０２２８－４２－１１５７  

           ファックス  ０２２８－４２－１１５７  

                      E-mail educational_research@kuriharacity.jp  
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利用案内 

 

職員一覧 

運営方針 

 

次代を担う栗原の子どもたちのために、「学府くりはら」の着実な実現を目指し、市の最重要 

教育課題の一つである学力の向上を中心に据え、次のような方針のもと各種業務を推進する。 

 

１  幼稚園・小学校・中学校・義務教育学校・市内教科部等との連携、交流を核とした事業を

展開し、教職員の情報交換やコミュニケーションを図りながら、学校力・教師力の向上を支

援するセンターとする。                     【交流】                             
 

２  幼稚園・小学校・中学校・義務教育学校が抱える学力向上に関する諸課題の解決に向けた 

研修や取組を支援するセンターとする。              【支援】 
 

３  教育実践、教育情報の収集・発信、提供を図るデータベースとしての役割を担うセンター

とする。                            【発信】 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

利用対象者 
 栗原市内幼稚園・保育所及び小学校、中学校・義務教育学校に勤務する教

員等及び、現職教員の研修に関連し、教育長が特に利用を認めた市内の団体 

利用時間 

 

・月曜日から金曜日：午前８時３０分から午後５時まで 

 

休館日 
・土曜日、日曜日、祝日、年末年始の休日（１２月２９日から１月３日まで） 

・特別の事情により市教育委員会が必要と認めた日 

 氏 名 職務内容（主たるもの） 

所  長 小野寺 一浩 総括、運営管理全般、渉外、事業企画調整、情報収集 

副 参 事 加 藤   忠 研修事業総括、研究・調査総括、県総合教育センター研修事務 

アドバイザー 菊 地  桂 子 幼稚園教育に関する指導・助言 

アドバイザー 須 藤 浩 章 小学校・中学校教育に関する指導・助言、ＩＣＴ活用推進に係る支援 

アドバイザー 狩 野 孝 信 小学校・中学校教育に関する指導・助言、学力調査の分析  

アドバイザー 菅 原 し の 幼稚園・小学校教育に関する指導・助言、特別支援教育に係る支援 

主  幹 滝 川 典 子 庶務総括、経理全般、教科書センターに係る事務 

業 務 員 秋 山 信 次 施設内外の環境整備、庶務関係補助、事業関係補助 



事業概要 

 

  

 

            

幼稚園・小学校・中学校・義務教育学校・市内教科部等との連携、交流
を図ることにより、各園・各学校における教育実践がより一層深められる
学びの場とする。また、自主的な研究活動に対して支援を行う。   

○ 情報交換や自主的研究・研修への場の提供（市内教科部等の利用促進） 

 

幼稚園・小学校・中学校・義務教育学校が抱える諸課題の解決に向け、 

教員の指導力向上を図る研修を行う。特に、学力向上に関する課題の解決 

に重点を置く。 

 

○ 学力向上に向けた授業づくり研修会の開催（ClassRoomでの情報共有、実践例の蓄積活用） 

○ いじめ・不登校の解消に向けた研修会の開催（ＷＥＢＱＵの見取りと活用） 

○ 保幼小連携・接続に向けた研修会（往還型研修、市幼稚園教育研究会公開との連携） 

○ 学級づくりに向けた研修会（特別支援教育） 

○ 職務別研修会の開催     

          ・学びの土台づくりに向けた研修会の開催 

          ・資質・指導力の向上に向けた研修会の開催 

○ 派遣事業 

                  ・所長等の幼稚園・学校訪問 

                  ・幼稚園教員のためのアドバイザー派遣 

                  ・小・中・義務教育学校教員のためのアドバイザー派遣 

                   ※アドバイザー等派遣は教職経験年数２年目以上対象、複数回継続的に訪問 

                   ・校(園)内研修等へのセンター副参事・アドバイザー派遣（保幼小接続事業訪問含む） 

                  ・幼児児童生徒に係る各種会議、指導主事訪問・研修会へのアドバイザ
ー等派遣 

 

           学力に関する調査等の分析・諸施策の検証作業・提言等をとおして、幼 

稚園・小学校・中学校・義務教育学校の園内研修、校内研修等の具体の取 

組を支援する。 

 

          ○ 市の標準学力調査（東京書籍）等の結果の分析    

○ ＷＥＢＱＵ（学校生活満足度尺度）調査結果の分析 

 

 

幼稚園・小学校・中学校・義務教育学校の教職員が主体的に活用し、園 

内研修や校内研修に生かすことができるように、授業実践等の教育情報、 

資料の収集及び発信、学力調査等の資料提供を行う。また、地域や家庭へ
の啓発を図る。 

 

○ 教育実践（授業実践等）資料の収集と提供（授業づくり研修会等での実践例の蓄積活用） 

○ Webページ、「センター通信」、広報「くりはら」による情報提供 

○ 教科書の常設展示、教科書展示会への支援 

○ 学力調査等の資料提供 

 

 

           家庭での学習習慣の形成を図るとともに、基礎的・基本的な学習内容を
定着させ、学力の向上を図るために学習支援を行う。 

 

○ 県総合教育センター事業（科学巡回指導訪問）の要請・支援 

〇 「くりはら未来塾」への場の提供 

 

 

 

交流の拠点として 

研修の拠点として 

研究・調査の 

拠点として 

教育情報の収集・

提供の拠点として 

児童生徒への学習

支援の拠点として 


